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　今年の秋期講演大会は、火の国熊本（熊本大学）で開催さ
れました。夏目漱石、小泉八雲、寺田寅彦など、多くの文
化人縁の地です。学会の合間に、熊本城はじめ市街の歴史
遺産や雄大な阿蘇の自然に触れた方も多いのではないでし
ょうか。会報１１月号が皆様のお手元に届く頃には、旧細川
刑部邸の紅葉も真赤に色付いていることでしょう。
　さて今年は、春から立て続けに農薬や化学物質に汚染さ
れた餃子や米や牛乳の事件が発覚し、大きな社会問題とな
りました。昨年の食品偽装に続いて、“食の安全”が一層ク
ローズアップされた年のようです。１０月に開催された白石

記念技術講座では、社会基盤・産業基盤の安全・安心を支
えるリスクベースの保全・点検が、テーマとして取り上げ
られました。リスクを秘匿するのではなく、事故のリスク
を前提とした保全・点検の姿勢は、当に“食の安全”にも通
じる、欠くべからざる要諦のように思われます。
　“天高く馬肥ゆる秋”。１１月は松葉蟹漁が解禁され、ボー
ジョレ・ヌーボーも世界に先駆けて日本で解禁されます。
多様化、複雑化する現代社会の安全・安心を映す“食の安
全”について、秋の夜長に考えてみては如何でしょうか。

（Y. H.）
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